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大村 英昭教授退職記念号によせて
社会学部長 宮 原 浩 二 郎
大村英昭先生は１９６５年に京都大学文学部哲学科を卒業された後、同大学大学院文学研究科（社会学専
攻）を修了されました。京都大学文学部助手ののち、神戸商科大学専任講師・助教授をへて、大阪大学教
養部助教授に就任され、以後、同大学教養部教授、人間科学部教授、人間科学研究科教授としてご活躍さ
れました。２０００年４月には、関西学院大学社会学部教授に就任され、同時に大学院社会学研究科指導教授
として、１１年にわたって学部・大学院の研究教育に大きな貢献をのこされました。また、この間、放送大
学客員教授として７年間にわたって「社会学入門」を担当されています。
大村先生は、関西社会学会会長（２００３年～２００６年）をはじめ、日本犯罪社会学会理事、日本宗教学会理
事、学位授与機構審査会専門委員、財団法人国際宗教研究所理事、毎日放送番組審議委員、日本社会学会
庶務理事、国立大阪病院倫理委員など、学会活動や社会活動の役職を数多くお務めになりました。また、
浄土真宗本願寺派僧侶として、宗教者としてのご活躍を続けてこられたことは周知の通りです。
大村先生の業績は膨大で多岐にわたりますが、まず思い浮かぶのが、ラベリング論を中心とした社会病
理学への貢献です。先生はラベリング論やゴフマンの演技論の理論的洞察を自家薬籠中のものとして使い
こなし、犯罪・非行や社会的逸脱の分析に優れて社会学的な視点を導入されました。とりわけ、『非行の
社会学』（１９８０年）は犯罪統計の成り立ちやその背後にある取り締まり側社会の視線を分析することで、
「少年犯罪の激増」という常識を揺るがす画期的な業績として高く評価されてきました。同書は社会学の
研究書としては珍しいロングセラーとなり、『非行のリアリティー―普通の男子の生きづらさ』（２００２年）
として改訂新版が刊行されています。グリコ・森永事件を題材とした「劇場犯罪論」なども私たちの記憶
に残るところです。
『日本人の心の習慣―鎮めの文化論』（１９９７年）をはじめとする宗教意識の研究も画期的なものでした。
「鎮めの文化論」は NHK教育テレビ「人間大学」での連続講義などを通して学界のみならず文化界や経
済界にまで大きな反響を呼びました。その背景にはデュルケームのアノミーを「無限性の病」ととらえる
独自の近代理解とともに、浄土真宗の現役僧侶としての宗教的感性がいかんなく生かされているように思
います。また、日本で初めて本格的な「臨床社会学」を提案し、『臨床社会学を学ぶ人のために』（２０００
年）などを通じて、この分野の創立者としての足跡を残されました。「生老病死」ならぬ「デス・ロス」
に関わる臨床現場にたたずみ、「人情の機微」に分け入る「臨床社会学」は、これからも大村先生の著作
をベースに展開されていくでしょう。最近の「ペット・ロス」の研究などの着眼の鋭い、現代社会に対す
る切実な問題提起にも、社会学研究者と浄土真宗僧侶の「二足のわらじ」を履きこなされてきた大村先生
ならではの、懐の深い「学術」への取り組みが息づいているように思われます。
大村先生は大阪大学時代からすでに学会を代表する、もっとも著名な社会学者の一人でした。その大村
先生が定年のはるか以前に関西学院大学社会学部に移ってこられたのは、私たちにとって軽い驚きであ
り、また、大きな喜びでもありました。先生の方では、キリスト教主義の私学ということで、当初は多少
の戸惑いもお感じになったかもしれません。それでも、先生はすぐに関西学院の風土になじみ、私たち教
職員と力を合わせて、社会学部と大学院社会学研究科における研究教育に大きな力を注がれました。在任
中に関西社会学会会長をお務めになったこと、また、ご自身の博士号をあえて関西学院大学に申請し授与
されたことなど、私たちにとって大変に光栄なことであり、また、嬉しいことでもありました。ふり返っ
てみれば、すでに１１年。あの大村先生もいつ知らず「関学の先生」らしくなられたように思います。
【L：】Server／関西学院大学／社会学部紀要／社会学部紀要第１１２号／記念号によせて ２ 校
March ２０１１ ― ―５
大村先生は講義の面白さでも有名です。その語り口、表情、たたずまいからして、プロの「芸」の域に
達しているというのがもっぱらの評判でした。教室に入って壇上に向かってツツッと歩いていく。それだ
けでもう、何かが始まりそうな、そんな雰囲気を醸し出していました。学会報告の会場でも、先生のお話
の切れ味、面白さ、受け答えの当意即妙に思わず何度もうならされました。文章もまた大変に魅力的で、
まるで現場の語り口をそのまま絵に描くように、傍点や強調点、「……」「――」がいたるところに使わ
れ、イタズラっぽいユーモアや人情味あふれる余韻を感じさせてくれます。あらゆる面で、まぎれもない
大村先生のスタイルが息づいていて、知識や思想が見事に身体化されているという点でも、先生は私たち
の誇りとする研究者・教育者そして文化人のお手本でした。
大村先生が定年退職されるということで、大変寂しい思いもいたしますが、先生には今後とも社会学部
の行く末を見守っていただき、厳しい叱責と暖かい激励をお願いいたします。
『社会学部紀要』本号を「大村英昭教授退職記念号」とさせていただき、先生のお働きに感謝しますと
ともに、これからの先生の人生のさらに実り多きことを祈念いたします。大村先生、どうもありがとうご
ざいました。
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